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アオミドロ語誌（1）：アオミドロと Spirogyra
仲田 崇志・北山 太樹

　現在，アオミドロは Spirogyraの和名とさ
れている。アオミドロの語は明治以前から使
われていたが（詳細は次回以降），一貫して
Spirogyra（に同定される藻類）に当てられて
きたのだろうか。実は明治初期の『博物舘列
品目錄 天産部 植物類』（内務省博物局 1880．p. 

96）において，「アヲミドロ  水綿」は「Conferva 

rivularis, L.」とされ，「カハアヲノリ」が「Spirogyra 

lineata, Suring.」とされた。
　アオミドロを Spirogyraに当てたのは 1880

年代後半の帝国大学理科大学植物学科の関係
者のようで，『植物教科 隠花植物大意』（三好 

1889．p. 70）や『植物學教科書』（岡村 1890．p. 

272）に用例がある。さらに『改正増補 植物
名彙』（松村 1895．p. 282）や『日本藻類名彙』
（岡村 1902．p. 213）のような名彙（学名・和
名を集めた本）に掲載されたことで定着した
と思われる。
　『改正増補 植物名彙』では Cladophora wrightiana Harveyに「カタミドロ」（p. 84），Hydrodictyon reticulatum (L.) 

Boryに「アミミドロ」（p. 146）の和名が当てられ，『日本藻類名彙』（岡村 1902）でもUlothrix sp.に「しびみどろ」（p. 

173；ヒビミドロのこと），Zygnemaに「ほしみどろ屬」(p. 213)，Vaucheria sessilis (Vaucher) De Candolleに「ふしなし
みどろ」（p. 276）が当てられた。「ミドロ」が糸状藻類を指す語尾となったのもこれらの名彙の影響であろう。

明治時代におけるアオミドロの用例
発行年 著者『書名』 同定（掲載頁）
1876 S. G. Goodrich（須川賢久訳）『具氏

博物學 三』
コンヘルバ（38丁表）

1882 内務省博物局『博物舘列品目錄 天産
部 植物類』

Conferva rivularis（p. 96）

1885 安本德寛『植物書』 Conferva rivularis（p. 97）
1888 三好學『植物自然分科一覧表』 Conjugateae

1889 三好學『植物教科 隠花植物大意』 Spirogyra（p. 70）
1890 岡村金太郎『植物學教科書』 Spirogyra（p. 272）
1890 三好學『中等教育 植物學教科書 下』 Spirogyra longata（p. 206）
1892 三好學『植物自然分科一覧表 再版』 Zygnemeae

1893 白井光太郎『中等植物學教科書續編』 Spirogyra・Zygnema（p. 19）＊

1895 松村任三『改正増補 植物名彙』 Spirogyra arcta（p. 282）
1902 岡村金太郎『日本藻類名彙』 Spirogyra（p. 213）
＊白井（1893）では Spirogyraを「ぜんまいあをみどろ」，Zygnemaを「菊
紋あをみどろ」とした。




